
 

上智大学イベロアメリカ研究所 

2022 年度活動報告  

（2022年 4月～2023年 3月） 

 

No. 30（2023 年 4 月） 

 
 
§ 研究会 

 研究所共同研究「トランスボーダー・ラテンアメリカン・スタディーズ」 

研究代表者：谷 洋之 

共同研究者：Nancy ALAS MORENO、Nilta DIAS、  Lucila GIBO、Nina HASEGAWA、幡谷則子、岸川 毅、

子安昭子、宮入 亮、水谷裕佳、Mauro NEVES、田村梨花、内村俊太、矢澤達宏 

海外出張： Lucila GIBO（8 月 13 日～9 月 6 日）ブラジル 

 水谷裕佳（9 月 30 日～10 月 8 日）米国カリフォルニア 

研究会： 12 月 26 日（研究成果をまとめた出版物について） 

  

 ランチタイム・フリートーク 

第 107回 4 月 22 日 岸川毅「中国語文献にみる中国・ラテンアメリカ関係―LAMS No.30 紹介

―」 

第 108回 5 月 19 日 宮入亮「ブラジル北東部（ノルデスチ）のコントラストあるいはジレン

マ」 

第 109回 6 月 23 日 内村俊太「カスティーリャ「王冠」とインディアス「諸王国」」 

第 110回 7 月 29 日 ナンシー・アラス・モレノ「Remoción arbitraria de Magistrados de las Salas de lo 

Constitucional en países centroamericanos: perspectivas desde la realidad hondureña y 

salvadoreña y el rol del Sistema Interamericano de Derechos Humanos para el 

restablecimiento de la independencia judicial y el Estado de Derecho」 

第 111回 10 月 4 日 大場樹精「米中対立下におけるラテンアメリカ諸国の外交政策」 

第 112回 11 月 24 日 藤井礼奈「中米グアテマラの国家形成過程」 

第 113回 12 月 5 日 堀坂浩太郎「イベロアメリカに導かれての受章」 

第 114回 12 月 19 日 幡谷則子「辺境から見つめるコロンビアの社会史―本の構想」 

第 115回 1 月 19 日 谷洋之「ラテンアメリカ経済論の教科書を作る」 

 
 

§ 公開講座「ラテンアメリカ・レクチャーシリーズ」 

第10回「身近な『たべもの』から見るラテンアメリカ」 

【コーディネーター】谷 洋之（イベロアメリカ研究所所長・外国語学部教授） 

 6 月 6 日  「トマトからレタスへ―メキシコにおける野菜果物輸出の新展開―」 

谷 洋之 

 「アスパラガスからブルーベリーへ―ペルーにおける青果物輸出産業の発達―」 

清水達也（アジア経済研究所 地域研究センター・研究センター長） 

 6 月 13 日  「有機バナナをめぐる栽培と輸出の諸相―エクアドルを中心に―」 

新木秀和（神奈川大学外国語学部教授） 

 「果物輸出大国の先駆け チリの現在―持続的成長に向けた諸課題―」 

村瀬幸代（イベロアメリカ研究所準所員・北海道大学他非常勤講師） 

 6 月 27 日   「ミニシンポジウム」 
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《パネリスト》清水 達也、新木 秀和、村瀬 幸代、谷 洋之 

《コメンテーター》水谷裕佳（イベロアメリカ研究所所員・グローバル教育センター教授） 

（オンライン開催） 

 

§ シンポジウム 

 11 月 21 日 「ブラジルはどこに向かうのか―独立 200年と大統領選の 2022年に考える―」 

パネリスト：マウロ・ネーヴェス（イベロアメリカ研究所所員・外国語学部教授） 

 田村梨花（イベロアメリカ研究所所員・外国語学部教授） 

 竹下幸治郎（拓殖大学国際学部准教授） 

 舛方周一郎（東京外国語大学世界言語社会教育センター講師） 

司会： 子安昭子（イベロアメリカ研究所所員・外国語学部教授） 

<Sophia Open Research Weeks参加企画> 

（オンライン開催） 

 

§ 講演会 

 6 月 23 日 「写真で見るラテンアメリカのワイン文化―チリを中心に―」 

森枝卓士（フォトジャーナリスト／大正大学表現学部客員教授） 

（オンライン開催） 

 11 月 7 日 「La polarización de la tenencia de la tierra en América Latina bajo la pandemia y guerra en Ucrania」 

Sergio GÓMEZ（ラテンアメリカ社会科学部チリ校特任教授・フリーコンサルタント） 

<Sophia Open Research Weeks参加企画> 

（オンライン開催） 

 1 月 12 日 「The Caribbean and Mexico facing the Challenge of COVID-19」 

Jaime ARAGÓN FALOMIR（アンティル大学准教授） 

〈主催：イベロアメリカ研究所／協力：アンティル大学・CRILLASH（文学言語人文科学学際研究センター）〉 

 

§ 出版物 

 『2021 年度活動報告』No. 29（電子版のみ） 

 Boletín Informativo, No. 67（電子版のみ） 

 Encontros Lusófonos (ISSN 1346-5058), No.24 (2022) 

講演会 

ブラジルはどこに向かうのか―独立 200 周年の 2022 年に考える 

論文 

Futuro do presente composto e Futuro do pretérito composto: PE & PB / Pedro AIRES, Lucila GIBO e Shiro 

IYANAGA 

O bicentenário da Independência do Brasil: reflexões sobre a História ensinada na Educação Básica brasileira 

e nas escolas brasileiras do Japão / Taissa CORDEIRO BICHARA 

書評 

Esteves, Paulo, Maria Gabrielsen Jumbert, and Benjamin de Carvalho, 2020, Status and the Rese of Brazil: 

Global Ambitions, Humanitarian Engagement and International Challenges, Cham: Palgrave Macmillan / 

Samuel CONDE AMORIM 

編集後記 
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 『イベロアメリカ研究』(ISSN 0388-1237) 

･第 44 巻第 1 号（2022 年度） 

論文 

Spelling Trends in an Online Context: Exploring the Dekasegi Portuguese Writing System / Felipe DALL’AVA 

書評 

Grajales, Jacobo, Agrarian Capitalism, War and Peace in Colombia Beyond Dispossession (London and New 

York: Routledge, 2021), 178 p.／安江友里 

Acharya, Amitav, Melisa Deciancio, and Diana Tussie (eds.), Latin America in Global International Relations 

(New York, NY: Routledge, Taylor & Francis Group, 2022), xiv, 267 p. /  Samuel CONDE AMORIM  

Aman, Robert and Timothy Ireland (eds.), Educational Alternatives in Latin America: New Modes of Counter-

Hegemonic Learning (Cham: Palgrave Macmillan, 2019), 233 p.／髙井菜穂子 

資料 

ラテンアメリカ日誌―2021 年 7 月〜12 月― 

ラテンアメリカ日誌―2022 年 1 月〜6 月― 

研究所ニュース 

活動日誌 

出版物リスト 

編集後記 

･第 44 巻特集号（2022 年度） 

〈岐路に立つブラジル―独立 200 年と大統領選挙を迎える 2022 年を展望する〉 

第 44 巻特集号の発刊に寄せて／子安昭子 

論文 

ブラジルにおける政治的分極化と「消えゆく民主主義」の克服／舛方周一郎 

日本およびブラジルにおけるスタートアップの国際化支援策の現状と課題―日本のスタートアップの

視点から―／竹下幸治郎 

「生きる」保障を政治に求める連帯の力―コロナ禍におけるブラジルの市民社会組織の活動から―／

田村梨花 

ボルソナーロ政権の挑戦的な外交とイタマラティの対応力／子安昭子 

編集後記 

 

§ 来訪者 

4 月 22 日 山田和花奈（外務省中南米局南米課首席事務官） 

篠崎秀樹（外務省中南米局南米課課長補佐） 

10 月 27 日 Dairon OJEDA（キューバ大使館二等書記官） 

Joselyne CABAÑAS（キューバ大使館アタッシェ） 

3 月 1 日 Gonzalo Andrés MAIRE PALMA（チリ、アドルフォ・イバニェス大学教員） 

3 月 22 日 Gerson Yukio TOMANARI（サンパウロ大学教授） 

 

§ 図書室 

蔵書数：40,745 冊（和書 4,860 冊、洋書 35,885 冊） 

購入図書：200 冊（和書 49 冊、洋書 151 冊） 

受贈図書：30 冊（和書 2 冊、洋書 28 冊） 

受入継続雑誌：34 点、うち洋雑誌 21 点 
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§ 人事 

 正所員 2022 年 4 月 1 日付で Nancy Eunice ALAS MORENO助教（外国語学部イスパニア語学科、

専門：法学）、宮入亮助教（外国語学部ポルトガル語学科、専門：ブラジル文学）が

正所員に任命された。 

 客員所員 大越翼、Bernat MARTÍ OROVAL（任期 4 月 1 日～3 月 31 日）。 

 準所員 藤井礼奈、村瀬幸代、大場樹精、齋藤亜子（任期 4 月 1 日～3 月 31 日）。 

 

 

§ その他のラテンアメリカに関する所員業績（ABC 順） 

 

◆ALAS MORENO, Nancy Eunice 

4月 1日～ 

3月 31日 

共同研究 

（研究分担者） 

「『国際商事 ADR に関するグローバル原則』の探求」、日本学術振興会科学研究

費補助金（基盤研究(A)）、研究課題番号：22H00045、研究代表者：高杉直［同志

社大学］）2022/4/1～2027/3/31。 

4月 29日 学会発表 “Remoción arbitraria de Magistrados de las Salas de lo Constitucional en países 

centroamericanos: perspectivas desde la realidad hondureña y salvadoreña y el rol del 

Sistema Interamericano de Derechos Humanos para el restablecimiento de la 

independencia judicial y el Estado de Derecho”, Nancy Eunice Alas Moreno, IV 

Congreso de Derecho Internacional Universidad del Rosario, Colombia. 

6月 30日 論文 「エルサルバドル共和国における租税事項等に関する憲法上のアンパロ訴訟」、

『同志社法學』 74巻 3号、通巻 429号、603-639ページ（1399-1435ページ）。 

11月 14日 発表 「アルゼンチンにおける仲裁法制」、日本学術振興会科学研究費補助金（基盤研

究(A)、課題番号：22H00045、研究代表者：高杉直）定例研究会。 

3月 18日 学会発表 “Is Presidential Re-election Really Allowed in El Salvador? Considerations in Light 

of the Constitution and the Supreme Court of Justice’s Rulings”, The Global Summit 

on Constitutionalism, The University of Texas School of Law. 

 

◆DIAS, Nilta 

4月〜2月 現地調査 ブラジル。先住民とキロンボラのコミュニティにおける教育と日常生活および帰国し

た在日ブラジル人の子どもの教育と日常生活に関するフィールドワーク。 

6月 21日 講演 “Brasileiros no Japão: movimento migratório e educação”, Programa de Pós-

Graduação em História, Universidade Federal do Pará. 

8月 3日 講演  “Brasileiros no Japão: educação, cultura e cidadania”, Escola do Serviço Social de 

Convivência e Fortalecimento de Vínculos, Secretaria Municipal de Assistência 

Social de Peixoto de Azevedo, MT. 

8月 5日 講演 “Brasileiros no Japão: educação, cultura e cidadania”, Escola Particular Alegria de 

Aprender, Peixoto de Azevedo, MT. 

9月 1日 講演 “O Movimento Decasségui e a Educação dos Brasileiros no Japão”, Ciclo de Palestras 

2022, Programa de Pós-graduação em Geografia, Instituto de Geografia, História e 

Documentação, Universidade Federal do Mato Grosso. 

9月 22日 講演 “Fluxos migratórios de brasileiros ao Japão”, Seminário Internacional: Fluxos 

Migratórios de Brasileiros ao Japão: Entrelaçando Educação, Saúde Mental e Ciência 

Culturo-Comportamental. Instituto de Psicologia, USP.  

9月 23日 講演 “A educação de crianças e jovens brasileiros no Japão”, Seminário Internacional: 

Fluxos Migratórios de Brasileiros ao Japão: Entrelaçando Educação, Saúde Mental e 

Ciência Culturo-Comportamental. Instituto de Psicologia, USP. 
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9月 30日 講演 “Educación y movilidad de estudiantes de América Latina en Japón”, Semana de la 

Educación: Por una Educación Superior de Cara al Futuro. Carrera de Ciencias de la 

Educación de la Facultad de Filosofía, Universidad Nacional de Asunción (Online). 

10月 27日 講演 “Sistema educacional japonês: estrutura e funcionamento”, Grupo de Estudos e 

Pesquisas sobre Políticas Públicas para a Infânica e Adolescência. Faculdade de 

Ciências e Tecnologia, Unesp, Presidente Prudente, SP. 

12月 15日 講演 “Língua, Cultura e Identidade”, II Encontro Nacional de Professores de Português no 

Japão. Setor de Cooperação Educacional da Embaixada do Brasil em Tóquio e 

Consulado Geral do Brasil em Nagoya (online). 

 

◆GIBO, Lucila 

7月 2日 学会発表 「ブラジルにおける沖縄諸方言の保存及び継承―二世のウチナーグチの特徴―」

2022年度（第 45回）沖縄言語研究センター 総会・研究発表会。 

2月 4日 学会発表 「ブラジル カンポ・リンポ地区で継承語として話される沖縄語―方言の継承及び変

容―」2022年度後半期沖縄言語研究センター定例研究会。 

2月 8日 講演 “Uchinaaguchi como Língua de Herança e a preservação das variedades dialetais no 

Brasil”, Estudos da Diáspora Nipo-brasileira: línguas e culturas em contato, Centro 

de Estudos Japoneses-USP, Programa de Pós- Graduação em Língua, Literatura e 

Cultura Japonesa-USP, Consulado Geral do Japão em São Paulo （オンライン開催）。 

 

◆HASEGAWA, Nina 

8月 18日～ 

8月 29日 

現地調査 メキシコシティー、メキシコ。モラ研究所及びメキシコ国立自治大学にてメキシコ印

刷文化史に関する専門書および資料収集。同研究機関の専門家との学術交流。 

8月 30日～ 

9月 2日 

現地調査 サンルイスポトシ、メキシコ。エル・コレヒオ・デ・サンルイスにて、バネガス＝アロヨ

工房印刷物コレクションを閲覧、全国から当大会に合流したバネガス＝アロヨ工房

の専門家との学術交流、メキシコ印刷文化史関連書籍および資料収集。 

9月 2日 発表 “Reflexiones en torno a los préstamos literarios realizados por Vanegas Arroyo”, 3er. 

Seminario Impresos Populares A. Vanegas Arroyo (El Colegio de San Luis, A. C., 

San Luis Potosí, México). 

9月 3日～ 

9月 8日 

現地調査 メキシコシティー、メキシコ。バネガス＝アロヨ工房をはじめとするメキシコ大衆向け

印刷物の第一人者であるメルクリオ・ロペス=カシージャスと彼の古書店「ファブラ」

で面会、コレクションの一部を閲覧。 

3月 論文 “Reflexiones en torno a los préstamos literarios realizados por el impresor popular 

Antonio Vanegas Arroyo”、『上智大学外国語学部紀要』第 57 号、109-139 ペー

ジ。 

 

◆幡谷 則子 

4月 1日 

～3月 31日 

研究代表者 「辺境コミュニティの排除と包摂―紛争後コロンビアにおける社会的主体の創生」

日本学術振興会科学研究費補助金（基盤研究(C)、研究課題番号：19K12511）

2019/4/1～2023/3/31。 

5月 6日 学会報告 “Community resistance in the marginalized territories: Revisited in the light of 

colonization and national strategies for global market in Colombia”, Prepared for 

delivery at the 2022 Congress of the Latin American Studies Association, May 5-8, 

2022, Session Rethinking the Politics of Nature （オンライン開催）。 

6月 4日 学会報告 「辺境の歴史から見直す飛び地経済の形成と収奪」（パネル E）日本ラテンアメリカ

学会第 43回定期大会（於 同志社大学）。 
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7月 論説 「コロンビア初の左派政権誕生」、『外交』Vol.74, 108-109ページ。 

8月 5日～ 

30日 

現地調査 コロンビア（ボゴタ、カリ、キブドー）における資料収集とヒヤリング調査。 

10月 論説 「左派新政権誕生のコロンビア―歴史的変革の実現なるか―」、世界 SEKAI』

No.962, 112-121ページ。 

10月 31日 講演 「ぺトロ左派政権誕生―期待と課題―」、日本コロンビア友好協会主催（オンライン

開催）。 

11月 13日 学会報告 「コロンビアの左派政権誕生と 21世紀の民衆社会運動」、ラテン・アメリカ政経学会

第 59 回全国大会、自由論題セッション 3「ラテン・アメリカの新潮流」（於 神戸大

学）。 

 

◆岸川 毅 

4月 20日 講演 “La política exterior de los países de Asia del Este hacia América Latina”, Centro de 

Estudios Asiáticos San Marcos (CEAS), Universidad Nacional Mayor de San 

Marcos, Perú （オンライン開催）。 

6月 4日 発表 「中国から見た『中阿関係』と『中巴関係』」、日本ラテンアメリカ学会第 43 回定期

大会（於 同志社大学）。 

6月 26日 講演 「中国語文献にみる中国・台湾・ラテンアメリカ関係」ラテンアメリカ協会、ラテンア

メリカ・カリブ研究所。 

7月 30日 論文 「ラテンアメリカに迎え入れられる中国―平和的台頭からコロナ外交まで―」『ラテ

ンアメリカ研究年報』第 42号、103-137ページ。 

 

◆子安 昭子 

10月 2日 共著 Koyasu, Akiko and Danielly Ramos “Japan’s Relationship with Portuguese-

Speaking Africa: Considering the Future of Brazil-Japan Cooperation” in 

Hamaguchi, Nobuaki and Danielly Ramos (eds), Brazil- Japan Cooperation: From 

Complementarity to Shared Value (Springer, Singapore), pp.113-137. Hard cover 

ISBN 978-981-19-4028-6, e-book ISBN 978-981-19-4029-3. 

11月 26日 討論 「第二次世界大戦大戦期のブラジルの対日宣戦布告の背景」（発表者：若枝一憲

氏）、日本ラテンアメリカ学会西日本研究部会（オンライン開催）。 

12月 31日 共編著 小池洋一・子安昭子・田村梨花（編）『ブラジルの社会思想：人間性と共生の知を

求めて』、現代企画室(ISBN: 9784773822120)。 

・序章「ブラジル社会思想への誘い」1-20ページ 

・第 10章「人間の尊厳：飢餓・貧困と闘うルーラの原点」223-244ページ 

・コラム 10「ジルマ・ヴァナ・ルセフ：世襲社会に阻まれた女性大統領」245-248 ペ

ージ 

・第 12章「多国間主義の伝統を貫く：セルソ・アモリン」271-286ページ 

・コラム 12「イタマラチ独自の外交理念とエリートの養成」287-289ページ。 

12月 論文 「民主化 37 年のブラジルとボルソナーロ政権：軍部の役割に焦点を当てて」『ラテ

ン・アメリカ論集』No.56、67-84ページ。 

1月 27日 発表 JICA Chair Special Lecture Book Launch Seminar Brazil- Japan Cooperation: From 

Complementarity to Shared Value (webinar) 

3月 4日 発表 “10 anos das relações Brasil-Japão como uma Parceria Estratégica e Global (2014-

2023)”, a série de webinars realizados em parceria entre a FGV RI e a Japan House 

SP 

 

 

 



7 

◆宮入 亮 

12 月 3 日 学会報告 「フェヘスの短編集における『貧者の文学』」、日本ラテンアメリカ学会東日

本研究部会（オンライン開催）。 

 

◆水谷 裕佳 

4月 1日 

～3月 31日 

研究代表者 「太平洋およびメキシコ湾の洋上を含めた現代の米国メキシコ境界地域に関

する包括的研究」日本学術振興会科学研究費補助金（基盤研究(C)、研究課題

番号：19K1253111）、2019/4/1～2023/3/31。 

6 月 30 日 論文 “Promotion of Gastronomic Traditions in the Sonoran Desert and Changes in the 

Representation of the US-Mexico Borderlands”, The Japanese Journal of American 

Studies, No. 33, pp.87-103. 

9 月 30 日～ 

10 月 8 日 

出張 米国カリフォルニア。サンタクララ大学との COIL（インターネットを使っ

た海外の大学との教育活動の連携）に関する打ち合わせ。 

2 月 19 日～ 

3 月 8 日 

現地調査 米国ハワイ州ホノルル市およびリフエ市。日本学術振興会科学研究費補助金

「太平洋およびメキシコ湾の洋上を含めた現代の米国メキシコ境界地域に関

する包括的研究」（課題番号：19K1253111）による現地調査。 

 

◆NEVES, Mauro 

12月 31日 共著 ・第 18 章「シネマ・ノーヴォの旗手：ネルソン・ペレイラ・ドス・サントス」413-436 ペー

ジ 

・コラム 18「フェルナンダ・モンテネグロ―表現の自由を象徴する大女優」437-439

ページ 

小池洋一・子安昭子・田村梨花（編）『ブラジルの社会思想：人間性と共生の知を

求めて』、現代企画室(ISBN: 9784773822120)。 

2月 15日 共著 “Telenovelas japonesas: um dos aspectos ainda pouco conhecidos no Brasil da cultura 

pop japonesa” em III Série Especial de Ensaios, São Paulo, Fundação Japão, 

(https://fjsp.org.br/estudos-japoneses/artigos/) 

 

◆田村 梨花 

4月 1日～ 

3月 31日 

共同研究 

（研究分担者） 

「マジョリティに向けた多様化社会の公正教育の在り方:複合的考察」日本学術振

興会科学研究費補助金（基盤研究(C)）、研究課題番号：16K04622、研究代表者：

坂本 光代［上智大学］）2016/4/1～2023/3/31。 

4月 15日 共著 「格差と分断を乗り越える―市民社会の行動から学ぶ」、伊藤秋仁・岸和田仁編

『ブラジルの歴史を知るための 50 章』、新評論、 357-362 ページ (ISBN: 

9784750353869)。 

6月 7日 講演 「日系人受け入れの経緯と現状、未来に向けたキャリア支援」国民生活産業・消費

者団体連合会「外国人の受け入れに関する委員会」・日本国際交流センター共催

「外国ルーツ青少年未来づくり検討会」第 3回勉強会「外国ルーツ青少年へのキャ

リア支援とは何か」（ハイブリッド開催）。 

11月 15日 記事 「ボランティアという連帯、連帯から生まれる変化―ブラジルの事例」、『コミュニテ

ィ』、第一生命財団、第 169号、86-89ページ。 

12月 31日 共編著 小池洋一・子安昭子・田村梨花（編）『ブラジルの社会思想：人間性と共生の知を

求めて』、現代企画室 (ISBN: 9784773822120)。 

・序章「ブラジル社会思想への誘い」1-20ページ 

・第 3章「民衆の社会学：フロレスタン・フェルナンデス」67-89ページ 

・コラム 3「社会を変える学びの空間：全国フロレスタン・フェルナンデス学校」90-92

ページ 

・第 16章「開かれた空間による連帯が政治を動かす：シコ・ウィッタケル」367-385ペ

ージ 
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◆谷 洋之 

8月 8日 講義 「人の移動」、ジェトロ アジア経済研究所 2022 年夏季公開講座「開発途上国にお

ける諸問題：ラテンアメリカを経済学の視点から見る」（オンライン開催）。 

11月 13日 学会報告 「ラテンアメリカ経済の特徴」「経済発展」「人の移動」、ラテン・アメリカ政経学会第

59 回全国大会における企画セッション「現代ラテンアメリカ経済論の教材作成」（於 

神戸大学六甲台キャンパス）。 

12月 23日 翻訳 ディエゴ・サンチェス＝アンコチェア「ラテンアメリカにおける不平等：それが理論と

政策に対して意味するもの」、『ラテン・アメリカ論集』第 56巻、1-15ページ。 

 

◆内村 俊太 

3 月 10 日 論文 「16 世紀カスティーリャにおける複合的国家編成―カスティーリャ王冠と

バスク、ナバーラ、インディアス」『上智大学外国語学部紀要』57号、1-19

ページ。 

 

◆矢澤 達宏 

4月 1日 

～3月 31日 

研究代表者 「旧ポルトガル領アフリカにおける反植民地主義言説の再検討―アフリカ人新聞の

分析から」日本学術振興会科学研究費補助金（基盤研究(C)、研究課題番号：

20K12353）、2020/4/1～2023/3/31。 

4月 10日 共著 ・第 IV 部 39「人種民主主義―実像ならぬブラジル社会の理想像か、それとも虚像

か」284～289ページ 

・第 IV 部 44「ブラジル黒人運動―苦難に満ちた道のりとこれまでの成果」326～

331ページ 

伊藤秋仁・岸和田仁編『ブラジルの歴史を知るための 50 章』明石書店 (ISBN: 

9784750353869)。 

12月 31日 共著 ・第 14章「黒人の真の解放を求めて：アブディアス・ナシメント」319-340ページ 

・コラム 14「人間としての黒人の探求：ベアトリス・ナシメント」341-342ページ 

小池洋一・子安昭子・田村梨花（編）『ブラジルの社会思想：人間性と共生の知を

求めて』、現代企画室 (ISBN: 9784773822120)。 
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